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標準型エックスブロック�

エックスブロックの形状および寸法�

エックスブロックは、河川の根固工や護床工等に使用される平型のブロックです。�

エックスブロックには、標準型、厚型、突起型の３種類の型式があります。�

重心が低く、脚がブロック端部にあるため転倒に対する抵抗モーメントが
大きくなっています。�

植石エックスブロック　敷設例�

質量（ｔ）＝2.3（コンクリートの密度）×体積�
重量（ｋＮ）＝9.80665×質量（ｔ）�
�

種別� （ｔ型）� 0.5

0.495質量  Ｍ�

4.854重量  Ｗ�

0.215体積  Ｖ�
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安定性�

型枠の分割数が少なく、組立・脱型が容易です。�
また、打設高さが低く開口部が広いので打設も容易で、広い天端面には
植石も可能です。�

施工性�

１個あたりの被覆面積が広く、型枠面積が
小さいため経済的です。�

経済性�

エックスブロック�

標準型エックスブロック�

厚型エックスブロック�

突起型エックスブロック�

形状および寸法�

標準型エックスブロックの形状図�

標準型エックスブロックの諸元表�
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突起型エックスブロック�

質量（ｔ）＝2.3（コンクリートの密度）×体積�
重量（ｋＮ）＝9.80665×質量（ｔ）�
�

種別� （ｔ型）� 0.5

0.535質量  Ｍ�

5.247重量  Ｗ�

0.233体積  Ｖ�
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突起型エックスブロックの形状図�

突起型エックスブロックの諸元表�

厚型エックスブロック��標準型を厚くすることで安定性を増しています。� 標準型エックスブロックに突起を設け粗度を増しています。�
多層積みを行う際の下層のブロックとしても用いられます。�

※標準型の平面形状�
質量（ｔ）＝2.3（コンクリートの密度）×体積�
重量（ｋＮ）＝9.80665×質量（ｔ）�
�

0.986質量  Ｍ�

9.669重量  Ｗ�
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3.36  型枠面積  Ａ�
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厚型エックスブロックの形状図�

厚型エックスブロックの諸元表�
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所要質量算定にあたっての基本事項�
河川におけるエックスブロックの所要質量は、流体力に対するブロックの抵抗力から求めることができますが、現地でのブロック
には、外力としての流体力以外に、設置場所の底質条件・流れによって起こる局所洗掘等、不確定要素が含まれているため、
所要質量の決定にあたっては「近傍類似箇所での施工実績」を十分考慮する必要があります。�

河川におけるエックスブロックの所要質量算定は、「護岸の力学設計法」（（財）国土技術研究センター編、平成１９年９月）
に示される『根固め工の力学的安定性の照査』により求めることができます。�
「護岸の力学設計法」に基づくエックスブロックの所要質量算定式として1式を示します。�

実験および実施例からの算定�

「護岸の力学設計法」に基づく算定方法�

北海道開発局では、ブロックの滑動、転動についての
模型実験、現地実験結果および既設施工例のブロッ
ク質量と河床材料の平均粒径、計画高水勾配等の
関係を統括的に調査した結果により、ブロック質量算
定のための指針を下表のように与えています。�

建設省中部地方建設局は、全国の河川を対象に約
３７０の根固施工箇所のブロック質量と計画高水流量
時の断面平均流速との関係を調査し図のように示し
ています。�

●流速とブロック質量の関係�

●実験および実施例からの算定質量�

●表1 エックスブロックの所要質量算定式�

※中部地方建設局 根固報告書  １９７４年�

※増田懋隆、上月武、後藤哲「護岸根固工に関する調査研究」�
　北海道開発局土木試験所月報 第２５３号  １９７４年４月�
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６�

２.０� ３.０� ４.０� ５.０� ６.０�１.０�０�

河床材料の�
平均粒径�

エックスブロック�
型式�

設置形式� 破壊形態�
参考  （2式）による�

ａ� β�

標準型�

単体�

群体上流端�

群体�

単体�

群体上流端�

群体�

単体�

群体上流端�

群体�

滑動�

転動�

滑動�

滑動�

転動�

滑動�

滑動�

転動�

滑動�

Ｍ＞0.0001091×Ｖｄ6�

Ｍ＞0.0000848×Ｖｄ6�

Ｍ＞0.0000197×Ｖｄ6�

Ｍ＞0.0001188×Ｖｄ6�

Ｍ＞0.0013660×Ｖｄ6�

Ｍ＞0.0000003×Ｖｄ6�

Ｍ＞0.0000798×Ｖｄ6�

Ｍ＞0.0001681×Ｖｄ6�

Ｍ＞0.0000009×Ｖｄ6

厚 型�

突起型�

（計画高水勾配）�
×（計画水深）�

計画高水勾配� ブロック質量�

30ｍｍ以下�

30～100ｍｍ�

―�

100ｍｍ以上�

1.0ｔ級�

2.0ｔ級�

2.0～3.0ｔ級�

3.0ｔかそれ以上�

1/600以下�

1/600～1/200

―�

1/200以上�

1.0×10－2ｍ以下�

（1.0～2.0）×10－2ｍ�

（2.0～3.5）×10－2ｍ�

3.5×10－2ｍ以上�

1.「護岸の力学設計法」に基づくエックスブロック所要質量算定�

注）�１.�
２.�
�
３.

６ページの（２式）に用いるａ・βの値を示しています。�
厚型エックスブロックの係数については（０.５－１）ｔ型の実験結果を基に算出したものです。�
厚型エックスブロックは相似形でない種別（ｔ型）もありますので、詳細につきましてはご相談ください。�
摩擦係数 ： μ＝０.８として求めたものです。�
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0.027�

0.098�

0.107�

0.073�

0.107�

0.072�

0.023�

0.072

1.000�

0.826�

1.333�

1.000�

0.625�

2.716�

1.000�

0.730�

2.126

●表3 エックスブロックの水理特性値一覧  （（財）土木研究センターでの試験結果）�

ブロック型式�

証明書に記載されている製品名�

ブロック種別（ｔ型）�

基本長 ： Ｌ（ｍ）�

設置形式�

揚力係数 ： ＣＬ�

抗力係数 ： ＣＤ�

横揚力係数 ： ＣＬＳ�

揚力に対する回転半径 ： ＬＬ（＝Ｌｂ）（ｍ）�

抗力に対する回転半径 ： ＬＤ（＝ｈｂ）（ｍ）�

群体ブロックの相当粗度 ： ＫＳ（ｍ）�

�注）�厚型エックスブロックの水理特性値は（０.５－１）ｔ型の実験結果を基に算出したものです。�
厚型エックスブロックは相似形でない種別（ｔ型）もありますので、詳細につきましてはご相談ください。�
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1ｔ型�
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0.020�
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0.002�

（右方向）�
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単体�
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0.009�

（左方向）�
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群体上流端�

0.501�

1.546�

―�

エックスブロック  厚型�

（0.5－1）ｔ型�

1.00�

群体�

0.020�

0.037�

0.000�

（左方向）�

0.255�

0.528�

0.741

厚型�

�
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単体�

0.069�

0.693�

0.004�

（左方向）�
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群体上流端�

0.223�

0.816�

―�

エックスブロック  標準型�

1ｔ型�

1.30�

群体�

0.081�

0.219�

0.003�

（左方向）�

0.377�

0.495�

0.283

標準型�

�

�

�

単体�

0.128�

0.607�

0.004�

（右方向）�

「護岸の力学設計法」によるブロックの安定式2式および質量Ｍを求める3式を示します。�

2.「護岸の力学設計法」によるブロックの安定式�

エックスブロックの水理特性値については、（財）土木研究センターにおける試験から表3に示す結果を得ています。�

3.エックスブロックの水理特性値測定結果�

水理特性値�
形状係数� 標準型� 厚型�

エックスブロック型式�

突起型�

0.2900×Ｌ�

0.3808×Ｌ�

0.2972�

0.8264�

0.4600×Ｌ�

0.2153

0.2550×Ｌ�

0.5280×Ｌ�

0.5572�

0.8264�

0.4600×Ｌ�

0.4290

0.2262×Ｌ�

0.4092×Ｌ�

0.3794�

0.8264�

0.4600×Ｌ�

0.2334

●表2 エックスブロックの水理特性値・形状係数�

※�Ｌ�：エックスブロックの基本長�
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根固ブロック敷設幅等の参考資料� 格子配列�

かみあわせ配列�

護岸の力学設計法�
（財）国土技術研究センター編、平成19年9月�

９）敷設幅は、河床低下が生じても、最低１列もしくは２ｍ
程度以上の平坦幅を確保する必要がある。敷設幅は次
式により求めるものとする。�

護岸・水制の計画・設計�
山本晃一 編集、平成15年6月�

床止めの構造設計手引き�
（財）国土開発技術研究センター編、平成10年12月�

平成22年 災害手帳�
（社）全日本建設技術協会 発行、平成22年5月�

１６.４.１  護床ブロックの大きさ�
護床ブロックは、流水力に抵抗し、安定している必要がある。
１個のブロックの大きさの目安は次式で与える。�

土地改良事業計画設計基準及び運用・解説  設計「頭首工」�
農林水産省農村振興局 監修、平成21年2月�

●図3―5　護床工の敷設幅�

平均河床高�

最深河床高�

平均河床高�

●図5―39　滑動・転動を安定検討条件の対象とする根固め工の敷設幅�

●図6.42　滑動・転動を安定性検討の対象とする根固め工の敷設幅�

根固め工敷設高�

最深河床高の評価高�

（ブロック1列以上もしくは2ｍ以上）�

根固め工敷設高�

設計対象河床�

標準的な配列方法としては、格子配列をおすすめいたします。�

●配列諸元�

●敷幅�
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クリアランス（ｅ）は、ｅ≒０.０４Ｌを標準とします。（Ｌ：基本長）�
１００ｍ2当り被覆個数はクリアランスを含んだ値です。�
１００ｍ2当り被覆個数は次式によって求められます。�
�
�
突起型の多層積みの場合のクリアランス（ｅ’）は、ｅ’＝２×ｅを標準とし
ます。�

ｎ＝�
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Ｌ（１＋０.０４）�

隙間無く被覆するタイプのかみあわせ配列も可能です。�

●配列諸元�

●敷幅�
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クリアランス（ｅ）は、ｅ≒０.０２Ｌを標準とします。（Ｌ：基本長）�
１００ｍ2当り被覆個数はクリアランスを含んだ値です。�
１００ｍ2当り被覆個数は次式によって求められます。�
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連結方法（格子配列）�

連結筋形状および諸元�

連結方法（かみあわせ配列）�

注）�１.�
２.�
�
３.�
４.

上記寸法はクリアランス（ｅ）を標準値とした場合の寸法です。�
鉄筋径は「護岸の力学設計法」（（財）国土技術研究センター編、平成１９年９月）に示される『連結鉄筋および吊り上げ鉄筋の径』（Ｐ.１１１参照）に基づい
て算定しております。�
鉄筋の単位重量は次の通りです。φ１６ｍｍ：１.５８ｋｇ/ｍ、φ１９ｍｍ：２.２３ｋｇ/ｍ、φ２２ｍｍ：２.９８ｋｇ/ｍ�
連結筋諸元の諸数値は標準的なものです。詳細につきましてはお問合せください。�

側面連結（格子配列）� 側面連結（かみあわせ配列）�
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●連結筋諸元�

連結平面図�

正面図� 側面図�上面図�

連結部詳細図�

連結筋形状および諸元�

注）�１.�
２.�
�
３.�
４.

上記寸法はクリアランス（ｅ）を標準値とした場合の寸法です。�
鉄筋径は「護岸の力学設計法」（（財）国土技術研究センター編、平成１９年９月）に示される『連結鉄筋および吊り上げ鉄筋の径』（Ｐ.１１１参照）に基づい
て算定しております。�
鉄筋の単位重量は次の通りです。φ１６ｍｍ：１.５８ｋｇ/ｍ、φ１９ｍｍ：２.２３ｋｇ/ｍ、φ２２ｍｍ：２.９８ｋｇ/ｍ�
連結筋諸元の諸数値は標準的なものです。詳細につきましてはお問合せください。�
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●連結筋諸元�

連結平面図�

正面図� 側面図�上面図�

連結部詳細図�
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連結方法（Ｉ）（格子配列）� 連結筋形状および諸元�

連結金具�

天端連結�
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●連結筋挿入位置�

0.5

連結平面図�

連結方法（ＩＩ）（格子配列）�

連結平面図�

連結方法（ＩＩＩ）（かみあわせ配列）�

連結平面図�

連結部詳細図�

連結部詳細図�

連結部詳細図�

注）�１.�
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５.

上記寸法はクリアランス（ｅ）を標準値とした場合の寸法です。�
鉄筋径は「護岸の力学設計法」（（財）国土技術研究センター編、平成１９年９月）に示される『連結鉄筋および吊り上げ鉄筋の径』（Ｐ.１１１参照）に基づい
て算定しております。�
鉄筋の単位重量は次の通りです。φ１６ｍｍ：１.５８ｋｇ/ｍ、φ１９ｍｍ：２.２３ｋｇ/ｍ、φ２２ｍｍ：２.９８ｋｇ/ｍ�
０.５ｔ～２ｔ型では曲げ半径ｒに各 １々ｃｍの直線部を加えコンクリート面からの高さ（ｒ’）を６ｃｍとします。�
連結筋諸元の諸数値は標準的なものです。詳細につきましてはお問合せください。�
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●連結筋諸元�

正面図� 側面図�上面図�

エックスブロックの連結金具�

標準的な連結金具の形状です。前述の全連結方法について適用可能です。�
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●連結筋挿入位置�
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皆瀬川（秋田県）�
2ｔ型　 建設省東北地方建設局�

湯川（福島県）�
1ｔ型　 建設省北陸地方建設局�

比宇川（北海道）�
2ｔ型　 新冠町�

胆沢川（岩手県）�
8ｔ型・8ｔ突起型　 建設省東北地方建設局�

信濃川【大河津分水路】（新潟県）�
4ｔ型　 国土交通省北陸地方整備局 信濃川河川事務所�

鷲ノ木大通川（新潟県）�
1ｔ型　 建設省北陸地方建設局�

河内川（石川県）�
1ｔ型・2ｔ型　 石川県�

竹田川（福井県）�
6ｔ型　 福井県山口ダム建設事務所�

笛吹川（山梨県）�
厚型（4―5型）　 東日本旅客鉄道株式会社�

天竜川（長野県）�
厚型（4―5型）　 国土交通省中部地方整備局 天竜川上流河川事務所�

石徹白川（岐阜県）�
6ｔ型　 郡上市�

杉田川（福島県）�
2ｔ突起型　 福島県�

都幾川（埼玉県）�
1ｔ型・3ｔ型　 建設省関東地方建設局�

魚野川（新潟県）�
4ｔ型　 新潟県�

魚野川（新潟県）�
5ｔ型　 日本道路公団 関越トンネル工事事務所�

施
工
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施
工
例�



日野川（滋賀県）�
2ｔ型　 滋賀県�

田村川（滋賀県）�
3ｔ型　 建設省近畿地方建設局�

石徹白川（岐阜県）�
6ｔ型　 岐阜県 郡上建設事務所�

相合川（三重県）�
1ｔ型　 三重県�

紀ノ川（和歌山県）�
2ｔ型　 国土交通省近畿地方整備局 和歌山河川国道事務所�

有田川（和歌山県）�
3ｔ型　 和歌山県�

沖田川（島根県）�
2ｔ突起型　 島根県�

飯梨川（島根県）�
1ｔ型・1ｔ・4ｔ突起型　 島根県�

戸蔵川（島根県）�
0.5ｔ型　 大田市�

鮎喰川（徳島県）�
2ｔ型　 徳島県�

伊尾木川（高知県）�
3ｔ型　 安芸市�

岩野川（熊本県）�
2ｔ型植石　 熊本県�

東高瀬川（京都府）�
2ｔ型・厚型（2―3・1―2型）　 建設省近畿地方建設局�

猪名川（大阪府）�
2ｔ型　 国土交通省近畿地方整備局 猪名川河川事務所�

大和川（大阪府）�
2ｔ突起型　 建設省近畿地方整備局�

加古川（兵庫県）�
2ｔ型　 国土交通省近畿地方整備局 姫路河川国道事務所�

施
工
例�

施
工
例�

浄化効果○1�
生物による分解�

藻�
酸素� 水面�巨石�

砂利�

浄化効果○2�
曝気�

浄化効果○3�
沈澱�

巨石堰�
コンクリートブロック�



養生�

型枠脱型�

転置�

据付�

型枠組立�

型枠組立完了�

コンクリート打設および締固め�

天端仕上げ�

●参考・・・打設作業用通路幅：8～12ｍ�
　　　　　転置・型枠作業用通路幅：4～6ｍ�

標準型�

厚 型�

パーツ名称� 数量� 備考�

底枠�

側枠�

差枠�

巾止�

嵩上枠�

突起枠�

1

4

4

4

4

2

6ｔ型以上は2分割�

厚型のみ�

突起型のみ�
2ｔ型以上は4分割�

仮置ヤード�

作業通路（打設・転置・型枠作業用）�

打設ヤード�側枠展開スペース� B

A
C

C

0.5ｔ型�

1ｔ型�

2ｔ型�

3ｔ型�

4ｔ型�

6ｔ型�

8ｔ型�

10ｔ型�

（ｍ）� （ｍ）� （ｍ）� （ｍ）� （ｍ）�（ｍ2/個）�（ｍ2/個）�
Ｌ� Ｈ� Ａ� Ｂ� Ｃ�

ブロック諸元�

種別�
打設� 仮置�

標準ピッチ�

打設� 仮置�

所要面積�

0.340�

0.442�

0.544�

0.629�

0.697�

0.782�

0.867�

0.935

1.00�

1.30�

1.60�

1.85�

2.05�

2.30�

2.55�

2.75

1.7�

2.2�

2.7�

3.2�

3.5�

3.9�

4.3�

4.7

2.1�

2.6�

3.1�

3.6�

3.9�

4.3�

4.7�

5.1

1.3�

1.6�

1.9�

2.2�

2.4�

2.6�

2.9�

3.1

3.6�

5.8�

8.4�

11.6�

13.7�

16.8�

20.3�

24.0

1.7�

2.6�

3.7�

4.9�

5.8�

6.8�

8.5�

9.7

●製作ヤード諸元例� ●エックスブロック製作ヤード例�

突起型�

参
考 

ヤ
ー
ド
計
画
例�

型
枠
構
成�

施
工
状
況�


